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本邦におけるPheochromocytomaの総症例をめぐって
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PHEOCHROMOCYTOMA SO FAR REPORTED AS OF 1965 IN JAPAN
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From the DePartment of Anesthesiology， Center for Adult Diseases， Osaka

Hiroshi Kus・AKABE and Goro KosAKi

From the DePartment of Surgery， Center for Adult Diseases， Osaka

        （Director ： G． Kosalei， M． D．）

  Cases of pheochromocytoma so far reported in Japan as of 1965 were discussed on a statistical

polnt of view． They consisted ef those confirmed on surgery or on autopsy． A markecl increase

in number of the cases confirmed on operation after 1960 seemed to refiect an advance of bio－

chemistry of catecho！amine which enabled the physician to establish a diagnosis preoperatively

and seemed due to an improved management of anesthesia for surgery．

 Regarding daily amount of urinary catecholamines， it was found that either the total

arnount of epinephrine or the ratio of epinephrine to norepinephrine correlated to the rate of

operative success， that is， the less the former the rnore favorable the latter．

 Pheochromocytomaは外科的高血圧症の一

つとして古くから注目され，最近わが国におい

てもかなりの手術例が報告されていることは周

知のことである．術前に的確な診断を下して手

術に成功した最初の報告は1929年にPincoffsi）

が行なっており，epinephrine effectの著しい

副腎腫瘍であったという．この症例は10年前よ

り発作性頻脈があり，発作時に呼吸困難，嘔気

さらには鼻と膝に冷感を覚え，突発酌な血圧の

上昇は収縮期血圧260mmHgにも達したとい

う．右腎上にあった1509におよぶ腫瘍を別除

して瞬問shock状態になったが無事回復して

治癒したと報告されている．

 本症は他の内分泌疾患と同様，麻酔および手

術は比較的困難である．手術操作，例えば周囲

組織を剥離する際，腫瘍を圧迫するだけでも

catecholamineが遊離されて過高血圧が発生

し，使用している麻酔剤によっては，心筋感作

作用を起すため，心搏数の増加とか調律異常の

発生等の循環器系の合併症をみることが稀では

ない2）．続いて腫瘍が捌除されると急激な血圧

低下を招来し，時には致命的となることもあり

得る、

 本邦における手術例は近年，すなわち1960年

を期として急激に増加しているが，その理由と

して考えられることは，catecholamine代謝の

研究が進み，血中および尿中の活性物質ならび

に代謝産物の定量法が確立され3’4），術前に確

定診断が容易につけられるようになったこと

と，本症の麻酔管理法が進歩し，術中術後の血
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圧変動に対する調整が容易になったことによる

ものと考えられる．i著者らのうち天方はかつて

pheochromocytomaの本邦における歴史をたど

るために過去に発表された文献を求めて，全症・

例を集計して一考察を加えたことがある5｝．そ

の後，文献を通読しただけでは発見し得ないよ

うな重複した数例や新しい追加例のあることが

判明したので，このたび著者らは正確を期する

ため本邦症例を文献的に再調査し，その重複例

を除き，新しく判明した例を追加し，1965年末ま

でに報告されたpheochromocytoma（paragan－

91iomaを含む）全例を集め，主として外科お

よび麻酔科の立場から文献的考察を加えてみ

た．

1 本邦総症例の検討

 表1にあげたように，1965年目での：本邦のpheo－

chromocytoma総症例は114例に達している．これら

は手術または剖検によって確かめられた症例に限った

ものであって，このうち90例は手術的に確認され，う

ち80例は術前に確定診断またはかなりの信頼性のある

診断がつけられているが，6例ぱ手術によって初めて

診断が確定したものである．また22例は剖検によって

確認され，うち8例は死亡前に診断されているが，8

例は生前診断がつけられていない．その他，試験開腹，

needle biopsyによって確かめられた症例もある．こ

れら症例は男女ほぼ同数で，30才代に最も多く，20才

代，40才代がこれに次いでいる．また症例の90％にお

いて腫瘍は単発し，10％は多発例であった．また転移

あるいは浸潤性発育は単発例において少なく（7％），

多発例において多かった（40％）．また同じ単発例で

も副腎に局在したもの（78％）に比べて副腎外に発生

したもの （paraganglioma，22％）において転移が多

く20％にも達した．なお副腎に見出されたpheochro－

mocytomaの数は左右同数であった．腫瘍の大きさは

かなり大きいものも報告されているが，大多数は100

9未満のものである．

 Pheochromocytomaの手術は81％において成功し

ているが，単発例では成功率高く（85％），多発例に

おいて低い（33％）．単発例でも左側副腎に位置した

ものが最も手術成績よく，右側副腎，副腎外がこれに

次いでいる．これら統計的事項の詳細は別報174）を参

照されたい．

 Pheochromocytomaは副腎髄質あるいは発生学的

にこれと起源を一にする交感神経節，paraganglion，

Zuckerkand1臓器等に発生する．その他glomus

caroticum， glomus jugulare等より発生することも

ある．本来この腫瘍は良性であるが，甲状腺腫の場合

のごとく時に遠隔他臓器への転移を示すことがある．

転移の見られた死亡例も稀ではない6・7・11・15♪．

 一方pheochromocytomaの悪性型としてpheo－

chromoblastomaと名づけられるものがある，しかし

ながらpheochromocytomaとpheochromoblastoma

とを厳格に区別することが困難である場合も多いとい

う18・172）．本稿においては一応pheochromoblastoma

は除外した．従って黒田の行なった本邦最初のchrome

親和性腫瘍の2例はpheochromoblastomaと考えら

れるので除外したことを追記しておく、

 H Pheochromocytomaの診断について

 Pheochromocytomaは特異的な症状（持続性また

は発作性の高血圧，頻脈，眼底変化，視力障害，胃腸

障害，過度の発汗，基礎代謝の充進，過血糖，糖尿等）に

よって大体の診断が可能である．pheochr。mocytoma

の疑診をもたれた患者に対して表1に示すような薬物

試験または物理的な方法による血圧変動試験によって

スクリーニングが行なわれている．当成人病センター

では尿中catecholamineの代謝産物のうち総meta－

nephrineおよびVMAの定量をスクリーニングの一

つに加えて行なっているi74》．ζれらの検査にひき続い

て血中ならびに尿中catecholamineの定量を行ない

術前に確定診断を下す方法がとられている．

 本邦症例では，catecholamine定：量の診断への応用

は1957年よりみられ19），尿中epinephrine 15mcg／

日，尿中norepinephrine 100mcg／日，血中epine－

phrine 1．5rncg／1，血中norepinephrine 7． Omcg／1

以上の場合一応pheochromocytomaが強く疑われ
る158》．

 腫瘍部のマッサージを行なうことによって血圧上昇

を来すか否かの試験も，腫瘍局在部位の診断に時セこは

有効である．しかし部位診断にはレントゲン検査が不

可欠であって，非常に大きな腫瘍あるいは石灰沈着の

ある腫瘍では単純撮影でも発見可能な場合がある．腎

孟撮影を行なえばその変形または移動をみて間接的に

腫瘍の存在を推定できる場合もあるが，腫瘍が大きい

場合でも必ずしも発見できるとは限らない16s）．また

後腹膜気体撮影は断層法を加味することによって大層

有力な方法で，著者らの自験例174）においても明らか

な腫瘍陰影を得ることが出来た．von Euleri69）らは

epinephrineとnorepinephrineが平行して増加して

いる例では，腫瘍が副腎に存在するが，norepinephrine

のみが増加する場合は副腎外に存在する可能性が大で
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黎文旙号並びに報諸 所  属

1833）落合京一郎，黒川
   駒瀬 元治，金子
   昼間  哲，中村
   弓削 順二，福田

 4＞坂本 秀夫，中川
   藤田  進，広瀬
   森沢  康，松村
   泉山 富雄

一男東大分院
興一
 嚢
 見

圭一
 寧
康夫

．泌尿器科

文 献

．褐色細胞腫の手術治験例，日泌
尿会孟占  49， 472．一481， 1958．

内． 科

長野北信病院

雫 ）吉永  馨，佐藤  小林  り｝，．．柴田

  猪苗 代患，内藤

 ）宍戸仙太郎，舟生
  上閏 正義，入沢
  鈴木 駅一，久保
  杉田 篤生，二野 晋治
 ．河野 兵衛，佐々木昌隆
  小関 鯛夫

37）浦山  晃

Phae・chr・mocyt・ma争昌．色細胞
Jl亜， 総でヤ臨‘珪：k 7， 277．．．．．．．295，

1958．

辰釧來北大

 昭  鳥飼内科
    武藤外科

富寿  泌尿器科
俊氏
 達

眼  科

2．38）大薔L正秋，大川

21

39）大慧
  生亀
  林

正秋，斎藤
芳雄，岩村  貝
晴男，大川 昭仁

昭二関東逓信病院
    泌尿器科
    麻酔科

豊一  泌尿器科

狙）鯉．次羅：熱露呈

  滝島  任．磯野 恒雄

  鳥飼竜生
  舟生  富，毛利 武夫
      
  襟擁佐藤光男
  諏訪 紀夫，笹野 伸昭
  滝沢 敬夫，長谷山 博
  黒田 政之

e2i41）畑 弘道，仲野忠夫
   青木 文乃

り

勿

42）徳永博巳，平田 耕造
  小用 康久．

‘）木村  登，西本 昭二

4）百瀬 俊郎，．坂本 公孝

45） 山田    欽， 力口藤    勲

  清水．     進

騨｝科

東北大
  申村内科

鳥飼内科

武藤外科

嚥酔科

病  理

東京警察病院

  器轟難

九大泌尿器科
山岡内科

山岡内科

泌尿器科

年令
性

43， a

Pheochroihocytomaの1治験
例，日内分泌会誌34，329，
1958．

副腎腫瘍の手術経験，T一項15，
31－46， 1961．

PheochromQcytomaの診断と
眼底所見の意義，眼科4，132
－139， 1962．

Ll， 8’

術前血圧
  mmHg
（発）：発作時

250／150， 躍寺

1こ工3⑪／90

210f144

艶細騰の囎藤1．編争玉qる…／7・
7，． 450－455， 1958．

褐色細胞腫の易咀除完治例，日泌
尿会誌49，390－391，1958．

出血性胃潰瘍とPhaeochronio・
噌tomaとを伴った慢性肺気腫，
最碧〒医学 13， 132一一141， 1958．

慈大山田内科

自然治癒の状況を呈したPheo・
chremocytoma の1例，臨床
皮泌 12｝461－462，1958．

so，．a 135／95

44， e1130／ee

血圧変動試験

regitine （一÷・）

左マッサージ（÷）

eplnephrine O．91mg
で血圧低下
benzodioxan（十）
chlorpromazine （十）

regltine （＋）

higteinlne （一）

マヅサージ（十）

histamine（十）
マッサージ（＋）
マv．サージ後
   Tegitine （＋）
寒冷昇圧（＋）
atropine （一）
epin’ephrine ．（一ft’t）

褐色細胞腫の1例，皮膚と泌尿
ac， 2ss－261， 1958．

O・筋代謝から見た心疾患とその
治療，総合臨林7，338－356，
195S．

副腎の外科，福岡医誌．53，
509－521，． 1962．

Phebchrom6cytoinaを疑われ
る．1症例，日内会誌48，325－
326， ・1959．

124， eliso／i20’

24， ￥

i総説1盃2（．）

alToplne （一一）

piloEarpin’e’（1＋1’）

Ihextimetoniutn
l ・ bromide （±）
ihistal星nine （朝十）

20e／loo regitine（＋）
chlerprofuaiine （十）

術前尿中CAト術前f帥CA
             前 投 薬（m・g／日）1（m・9tノの

駆剤．欝灘臨・存UI・・ll・・ft後・処置灘

epinephrine

    68．9
norepine－
 phrine 1134

epinephrine
     300

norepme一．
 phrine 2400

    4．65
nor．ep．me－

phrine 16L7t・

epinephrine ．eopium seopola一． lthio一．1Ni ！O

mine：pental
左回茎部・・rep・neT 三r一術

  57．5gl phrinel’

N20 右副腎招9

前日   ithid・．
@pent・barbita正rlpental

@  【Ca．150mgSCC
俣

Nゴ0 頻脈．

rT
~下

右副腎    ，獅潤ueplne’
@  phrine
?凾р窒盾モ盾宙黶

@  肖sO五e
petHidine70thg

atropineOsmgl．

手術

乎術．．

thio一 ．IN，O

petital lether

scc

術前か右副腎
ら  超栂指頭大
skeck

状態．

剖験．

手術成績その他

手術成功，正常左
副腎は別に存在し，
’Raragangliom孕で
あった．

手術成功．

手術成功

出肛性胃潰瘍め｝了、
．切’除．施行中に死一
t“’‘

1
1肯む日              

th三〇一

 Pβntgbarヒ）ita正幽 pe蜘tar

   しa150mg
当日

 g脚malka！・至d
     IP． m．g．
 atrbpineqJsni

後腹膜
  300g

録野水腫両碧㌦糎贈
左 85g［neophyline
  dimorphola一．
     ．皿iロ
 ．phenyヌephrト

      nel’
  cortrsene

手術

epinephrine

    14．2
norep，me－
 phr｛he 62．8

右は手
術，・．左

は剖検

左副腎

15年前より一過性

の心悸尤進，高血
圧あり，その後一
時寛解した．
腫瘍の中心部ほ血
性嚢腫状．

術巾死亡．

試験穿手術予定中る
刺で確．．

認
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げ
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症例

ﾔ号
文献番号並びに報告者 所  属 文       献

．年令

ｫ
術前血圧
@ mmHg（発）＝発作時 血圧変動試験 術前尿中CA

i並cg／日）
術前血中CA
imcg／のへ 前 投 薬

導入剤 ．維痔 麻酔時
√ｹ症
腫瘍の存在 易U除後の処置 組織

沚ｸ
手術成績その他

25 21）喜多島康一 ．岡山大内科 Two cases of pheochromo一 54，♀ oo regitine（＋） 像腹膜腔 手術 手術成功，
’cytoma conf量rmed by・pera一 histamine（＋） p肛ag温nglioma
tio皿，日本循環器学誌．23，113．一 piper・xan（＋）
114，1959．

4の加地電博，．岡田康男 Ph夢gchromocytoma indicated
Paroxysmal high blood． press・
浮窒?日本循環器 学誌  23， 113

一ユエ4，工959．

糠淳轡勝牲・科 Phe6chro皿ocytoma におけるx高血圧症，日本循環器学用23，114，1959．

23，． D♂． 肺高血圧症を
A伴う．

1

剖：険 生前充分な検査を
､けず．

27i48）足立 修嶽，伊藤 一男
日赤長岡病院別出治癒せしめ得た褐色細胞腫 39，♀ 100／70 regitine（＋）， 左副腎749   ，獅潤uepme’ 手術 手術成功．

荻間  勇，鎌田秀一郎 ．泌尿器科の1例，新潟医学会誌73，1583， 190／100（発） hi5tamine（＋） phrine
内 科1959． マッサージ左（＋）

49）荻間  勇，鎌田秀一郎 内 科副．出治癒せしめ得た褐色細胞腫
@の．1例，内科 6，962－966， 1960．

寒冷昇圧（一）・
?垂奄祉ﾓhrine（＋）

ﾌ位変換（一） レ

熊本大病理 クローム親和牲細胞唖の1剖検
瘁C熊本医学会誌33，549一
D552，19与9．

80，♀ 25q〆116
一 i 右：副腎

V×5×4cm
剖検 脳出血で死亡．

291
．5P藤田 昌雄，井内 良雄  村山     良介，中島           日枝  石井  奏，壁芯  谷

京大麻酔科 副腎褐色細胞腫の麻酔経験，麻
? 9， 338－342， 1960．

24，♀ 190／ヌ20 regitine（＋）
垂奄撃盾モ≠窒垂奄氏i＋）insulin（＋）

epin印hrine O
獅潤uepme’

@画fine

⑳inephrine．．．．    3616 前日
@pent・baτbitaト

@  Ca王50mg

thio・

垂?獅狽

N20
?狽??窒

rCC

左副腎  工259
no「epm¢”
@ ’p卜rine
高?odxamin

手術 乎術成功，
｢前糖尿病として
粕N間治療した．

5審）松田  清 第二内科 副腎褐色細胞腫について，ホル
c唐ﾆ臨床7，919－920，19591

chl・・pr・ma多：ne（＋〉 当日
垂?獅煤Ebarb｛taト

@  Ca 150mg

cortis6ne

53）．久山  健，大谷  博

@ 丸山  泉
第二外科 Pheochromocytoma．の2例，山外宝29，692，1960．． Iev・rphno艮tar・

@ tarate 3 mg．

永浜．勤 第二内科
a亡rOP置neO．5mg

54）．松田． 清，永浜． ξ 第二内科 副腎褐色細胞腫の1治験例，綜
横山  巌，深井 泰一 合臨昇木  8る2565－2574， 1959．

久野昭太郎，久田 昇一
大村 忠司，久山  建杉谷  章

第二外科

片村 永樹 泌尿器科

翠川  修 中検1
 「
Rρ．55）永田 正夫，水本 竜助   片野．二郎，本多  著   有近． 亨，佐藤 徳郎

日大級尿器科 Pheochr・mocytoma手術例，
哿蜚A会鯵．51，320，1960．

32，♂ reg王tine．（＋） 増 量 増 量 全身麻 左副腎ら49 ．手術 術後死亡〆．

小順 立男，鈴木 敏弘 大島内科．

曝  勝． 1

3｝ 56）黒田 恭一 金沢大
@ 泌尿器科

Pheochro皿ocytoma 手術例，
哿蜚A会誌51，320，1％0．

63，♀ 161／96
P50～190／

regitine．（＋）

ｦ冷昇圧（＋）
  ，獅盾窒?垂高?f
@ phrine 20．

1㌔

左脚瞥  6．59 手術 手術成功．

57）辰口 垂三，難行君子郎 村上内科 P阜eochromo（ytoma の．1例，日．内会誌48，1685，1960．
90～王00

32 ）足立 修嶽，伊藤 水男
@山間  勇1．鎌田素一郎

白赤長1唄病院

�岺
Phe6chrQmocytGma手鑑哲11，．
荢蜚A会誌51，320，1960．

o，♀
histam1爬．（一←）・eg蜘e．（＋）マッサージ左（一の 増 量 左副腎679 」norepme・

@  phrin
手術 手術成功．

5g）．足立 修嶽，．伊藤 本男 新潟大 褐色細胞腫の手術経験例，日泌
高野  崇芋 泌尿器科 尿会誌・51，1400．一1401，1960．

働）足立 修嶽，萩岡  勇 褐色細胞腫の1治験例，口赤医
伊藤 二男，鎌田秀一郎 学13，99，1．960．

勉 ．． 一 ．
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症例．

ﾔ号
文献番号並びに報告者 所．属 文       献

年令

ｫ
術前血圧
@ mmHg（発）＝発作時 血圧変動試験 術前尿中CA

imcg畑）
．術前血申CA
@（mcg〃） 前 投 薬 導入剤 維持

麻酔時
√ｹ症
腫瘍の存在 易口除後の処置

組織

沚ｸ
手術成績その．他

3 1）西邑 信男，天谷  博 東京逓信病院 Pheochromo¢ytoma摘出手術 20，♂ 178／138 regitine（＋） ep三nephrine 前日 th董。一 持続硬 右副腎369 phenyiephri一 手術、 手衛成功．
麻酔科
蜚A器科

における硬膜外麻酔の経過，．．麻
撃X，452－455，1960．

piperoxan（＋）      372
獅盾窒?垂高?E

regitine 3 mg
垂?獅狽盾b≠窒b奄狽≠決

pentai 一外麻
戟D

    ne
?垂??р窒奄獅

62）三唱 文雄，L天谷  博 泌尿器科 Pheochromocアtomaの手術例，日泌尿会誌51，429－430，

Agqo．．

phri捻e 70．3    Ca 100血9当日、 ■egitine 3 mg

@ACTH 20mg

N20

留）鵜川徳之助 眼  科 Pheochromocytomaの眼底所 pentobarbkaレ i
見臨床眼科1δ，529－540，．1％よ．．   Ca 100皿9pethidine70mg

F

atr。pine O．5mg 1
promethazine
25mg 1

34 ）田坂純雄 岡山大
@ 泌尿器科

褐色細胞腫7手術治験例一泌尿
I要6，1224〒1260，1960．

真68／108 regit董ne（＋）histamミpe（＋） 前日

@DOCA 5：mg
thio－

垂?獅狽≠

N20
rCC

左副腎  640g
1。。，epi・ゆ

@  Phr孟ne．

．．手術 手術成功．

．マ．ツサ．一ジ左（＋） cortison6 ace一． ether cortisσ［≧e

6扇田坂縮雛 〃 冒麟蟹讐響！鵠鋼．
うiウerO滋m（一）．

モ?P6rpromazine（＋
  tate．200mg
@pentobarbita1－
@  Ca IGOmg
俣

prednisol・一

@   n

．DOCA 5mg
¢ortisoa6 ace一
tate．ヨ加g

．pe煎ob盆rbital一

Ca 100㎎9
繧trΦineO，5Kng
opium a量kaloid 」

12mg 1 1 1

366）喜雷塗：蘇蜜   塩路．隆治，小林           凹凹   佐藤 辰男，福地 総逸   浜往 吉郎，渋川 直次

東北大
@ 鳥飼内科

轟轟繍禅師留置合臨休9，舞47－2154，1960．． 150～200／．

@ 90～1．

regitine（＋）imidali口．（＋）．・
eづineph琴in母    3脚  ，nor¢Pme層

@phrine 4300
wetanephrine．

6pinephrine〔洛
獅純ﾑepme”
@ phセine 125

pento 驍wﾕ．scOP。1amine・    ．03mg N呈0 N20

1

齢鰹       ．

融 術後死．亡、．甲状腺

ﾌ臓に転移あり．
ｽ発性．

舟生富寿． 泌＝尿器科 ㎜
i． 1 1

杉田 篤生，鈴木 験一
no畑吻neph一．  rine 11㎜

i
1

鈴木・好雄，村上  衛 麻僻．科 VMA  54000 i 1 1 1
笹野 伸昭，今井  大 病  理 i 1 1
高瀬 貞夫，梶舶  昭 1 1 1

出村  博 i E

67）鳥飼  龍生，佐藤  辰男 副腎藤色細胞腫．最新医ぞ1を1⇒， 1 i 1
吉永  馨，中村 守夫 2472－2483，．196ρ． 1

小林 啓起，渋川．直次
1

舟生 富寿，鈴木 験一 1
肘木好雄．

1
i 1

笹野 伸昭，梶田 ．昭
i 1

今井  大，石館 卓三 F ｝   1 1

68）小林啓起，吉永  馨 両側副腎のクローム親和性細胞
1

佐藤 辰堆，石田  望 腫の1例，口内会誌49，32（｝一
i． 1 i

321，19母Q； 1
1 1 ．1 1

詫169）岩崎．       基，角南1敏孫国立高知病院   重康 牧夫，小野 昌刃

フェオクロモチトームの1剖検
ﾉ1， 日内会誌 48， 1790－1791，

61，吉． 剖検

P

       ‘
E肺上葉腫瘍に対してCOδo照射実

1960． i

1両副腎 ，

ﾗ粥薯i．
? lI     ．1

：砲．

暑i詐に転移す．
．．1

i

37 70）原．多喜万，川原 暁子名大原．外科 腹部大動脈に近接して生じた二 45∫♂ 120／80 1  ． 全身麻
．1

腹部大動脈．
1手術

手術成功，

川原啓 美，神保  廉 橋本外科 Paragangliomaの1例，日外 200／130（発） ．酔． 1 に密接，直 paragang［；・ma

会誌61．1％8，1％0，
1
径3cm

1

E

i
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症例
番号

3S

’39

4e

41

4．2

文献番号・並びに報告者

71） ！」．・鹿睦発農芸B， ヲ重藤  要蔵

  野沢 直道

  宇野 慶治

72）大峯 英昭，神田 保男

  高谷彦一郎

  小纏 簡哉

  遠藤 要蔵

53）久山  健，
  丸山  泉

  永浜  勤

大谷  博

13）藤原証五

ユ3）藤原証五

73）本間 日臣，石井  淳
  石見 善一，葛谷 信貞
  浅井太一郎，石渡 和男

  斎藤 豊一
  り  福岡 糎正，大本 純雄

  竹内 一夫

  西村 ．光郎，松下 良司

  島峰 徹郎

  吉植 庄平，井上  昇
．一

w、    藤 竜助，片野
 著t佐藤
穂一，山出

二郎
徳郎
伝吉

所  属 文 献

小鹿病院      後腹壁腫瘍 （Pheochromocy．
      toma）の1例，弘前医学13＝

弘大病理． @NQ・4・13．一一14・1960・

浩大大池内科褐色細胞腫の3例，［1本循環器
  第一病理職篇1193・1961・

   槙外科

京大第二外科Pheochromecytemaの2例，
      日割宝．29t 692，1960．

  第二内科

群大第二外科Pheochrom。cytomaの手術経
     ．験と本邦症例の観察，北関東医
      学10，489，1％O．

年令
性

6L）， S

47， e

術前lllL圧

  mml｛g
（発）：発作時

lors／70

1：’ii血圧を呈せ

ず

・大・…繍聯螺鎌翻
     学10，489，1960．

虎ノ門病院．  褐色細胞腫の痛例をめぐ．って，．38，

内科最新医学15，2412．一．2430，
  1960．

泌尿器科

  眼科

 脳外科

  外科

  病理

東大LHIj内科

日大泌尿器科褐色細胞腫手術例，．臨床皮泌
      4， 243一一一248， 1960．

44 75）竹内爵

76）市川 篤二，熊本 悦明
  杉浦  弍

2）市川
 熊本
 木下
 横山

篤二，新島 端夫
雪明，広瀬欽次郎
健二，岩動孝一郎
正夫

45

麻酔科

東大泌尿器科

副腎褐色細胞腫の麻酔，関西医
．大誌12，807一．・810，1％0．

褐色細胞腫（沖中内科症例）の
1三律i治験， 1．」泌r，ll会誌 52， 118

’1一一119， 1961．

褐色細胞腫一．自験例及び木邦症
例を中心にした検討一・ホルモン
と臨床11，703．．一717，．：1963．

77）北川  漠，近喰
  松浦 鉄造，吉田

78）木村 栄一一，中山
  盤．若 博司
  吉植 庄平，．山田
  井上  昇，阿部
79）木村 栄一t盤若
  中山．博文，近喰
  ．吉井．隆博

  吉植庄平，山田
  ．井上  昇，阿部

利晃1日大泌尿器科

 実

博之

律爾
 薫
．博司

利光

律爾
 薫

     褐色細胞腫のア術例，． 1，1泌J｝採会

     言志 52， 88， 1961．

  木村内科褐色細胞腫の1例，日木循環器
     ．．～診謎茸25， 742， 1961．

東大田坂内科

日大病理  ．著明な周期的rfR圧動揺を示した

     褐．色細胞腫の1例
     1メ寸不斗 8，．976一一980， 1961．

9

2，告

7， S

46，台

175一一・190f

  IL）ONI
210－L45／
140㌍145（発）

2401140

血圧変動試験 術前尿中CA
（mcg／日）

regitine （＋h：’）

regitne （十）

eplnephrine

    77．1
norepine－
  phrine 139

epinephrine 75

neTepine－
 phrine 1188

術前血中CA
（mcg／の

     5egitine．（f．）12（ソ80
188’一v218！ iine；．cholyl （’1一）

114／132（発）．体位変換（・1．）

sonJg． 0

26f．）以．．ヒ（発）

regitine （＋）

マッサージ（＋）
体位変換（÷）

epinephrine
4、2（非発作時）

 〃8．8．（発）

Inorepinephri－
Ine 19． ．8

  （；lliEt’1；．R’．ii一）

 〃15〔〕（発）

epinephrine

    L？5，3

norepme－
 phrine 100．5

VMA （十）

epinephrine
     20
norepine
  ph血e 182

前 投 薬

前［1

 pentobarbital－

   C・a 100mg
当rI
 pethiciine70mg

 atrepineO．5mg

導入剤

thio，

pental

維油

膜瘍を
圧迫し
て過1局
∫偲玉を

みだ．

麻酔時
合併症
腫瘍め存在

後腹膜腔
  3se g

腹部腫瘤
手拳大

国・処・継

左副腎 n・repine－
18× 15× 10［ ’ phrine

cm’ lcortisone

左冨1〒1｝549

N20
scc
thia－

mylall’

N，O
ether

佐副IFチ

  ・28．5g

右副腎749

Inoreplne－
   phrine

手術

手術

手術

手術

手術

手術成績その他

術中死亡，術前に
定型的な症状をみ
ず．

（本稿の内1例は
Pheti1’hromobia・

stomatosis のた
め除く。）．

手術成功，
Pir’5gah’g’1’ioma

Sturge－Weber
病念併．

手術

手術成功．

noreplne－
  phrine

i

手術

手術

術後17時間で死
亡．

手術成功．』

手術成琉

一ee
膳

．断

噺
禦
fs

勺
ぴ
g
魯

8
B
g
団
8
B
pt

e

圃

今
，

・A



症
番

47

4

文献番号並びに報告者

80）尾山  九古川 幸道
  太田 里美，川村  昌

81）勝目三千人，城戸  諄
  藤枝順一郎

82）辻  一郎，勝目三千人
置 清水 隆秀，藤枝順一郎
  森元 譲一，鶴田  敦

）津川 竜三，和田 一郎

84）棟久
  操錬
  大場

  中原

4

se

51

一夫，野由 初義
 寛，原岡  忍
憲二

寛

85）虞之内卯一．

所  属

北大麻酔科

．泌尿器科

北大泌尿器科

金沢大
  泌尿器科

山口県立
  中央病院

長碕大
  高岡内科

  眼  科

86）

送倩緖¥韓
  大谷 芳武

 ．奥田  正

7）田坂 定孝，吉利  和

愛重引算：撃殺票

72）大峯 英昭，神田

  高谷彦一郎

  小柳筒哉
  遠藤要蔵

8）大工 英昭，今田
  神田 保男，米谷
  遠

52

ss

M

保男

        壷晃

藩離：藩奢彦壁麓

89）横川 正之

）山本 泰久，小田 晧二．

 立面 隆男

91）津川 竜三，南口 千秋

92）高田  昭，米島作三郎
  西出啓二郎，半田  詮

国立京都病院

   内科

京大病理

東大田坂内科

．弘大大池内科

  第一病理

  槙外科

東京医歯大
  泌尿器科

岡山大
  陣内外科

金沢大
  泌尿器科

  武内内科

， 文 献

まれな副腎褐色細胞腫の麻酔経
験，外科23，1144－1148，
961．

膀胱鳩色細胞腫の1例，癌の臨
床 7p 395一一398， 一1961．

膀胱の褐色細胞腫，Agonadism，
小児のクッシング症候群，知解
尿会誌52，117，1961．

褐色細胞腫手術例，臼泌尿会誌
54 876， 10s1．

Pbeochromocyt伽aの1症例，
日内会誌50，123－124，1961．

Pheochromocytomaの1例特
に術前・術後の眼底変化につい
て，眼科臨床医報55，784，1961．

褐色細胞腫の1治験例，日内会
誌50t 635， 1961．

褐色細胞腫およびその周辺の疾
患の鑑別診断および褐色細胞腫
を疑われた1例，．日内会誌49，
1467L－1’4as， 1961．

褐色細胞腫の3例，臼木循環器
学誌25，1193，1961．

褐色細胞腫の3例
内科13，562一．570，1964．

巨大なParagangliomaの1例
（剖検例），日泌尿会誌52，962，
re61．

褐色細胞腫について，岡山医誌
73， 210， 1961．．

潟色細胞腫の手術経験，日泌尿
会誌53，496，1962．

悪性高血圧症候群を呈したクロ
ーム親和細胞腫の1治験例，日
内会誌51，814，1962．．

年令
性

es？・．4

49？
35？

1，舎

6， ￥

22， ？

41， ？

8，吉

69， ￥

38， g

av， e

術前血圧

（発）理趣

2worw160／
1cot－100

高 血．圧

197－J135／
  135de91
24D／135一一 ，

  132（発）

高 血圧

高 血 圧・

高 晦 圧
210／140

血圧変動試験

regitine （十）

マッサージ（十）

regitine （’十）

regitne（＋）

hista皿ine（一）
regitine （十）

マッサージ（！・）

regitine・ （＋ ）

マッサージ（十）

衛前尿中CA
（mcg／日）

術前血中CA
（mcg／の

増．蚤

681

epinephrine

     15el’

norepme－ plirine 3000

購鍛‡1 、
・hl・rp・・mazine（＋）i
                   1

1

前投薬1導欄

前艮。、。・ar、、，、．1臨1

Ca 100mgliclTc ’

当日

 pentobarbita1一
，。，、、監ま⑪o麗l

      mgi
   ロ         ・t・・Pm・0・6mgi

       I

維持

NzO
dTc

麻酔時
合併症
腫瘍の存在

膀胱．659

右副腎

低体温
麻酔

［左副騨9
1

l
l
1
5

層1右副腎129

F

E
l

搦除後の処置

lanatosideC
cortisone

前ri
 cortiso’ne
  acetate 5Qmg
当日
 cortisene
 ncetate 50mg

150r－16e／

  90一一1pm

鵬以上（発）

100N2so／
  100一一150

L

VMA ’ 14600

全身麻
酔

L

ether

右副腎 1
  130gll
    il

    I’

右副腎369

右副腎
  6seo g

左高ll腎79

13，7g

noreplne－
  phrine

組織
検査

手術

手術

手術

手術

乎術成績その他

手術成功，

右総腸骨動脈淋巴
節転移あり，術後
血圧．．ド降せず，翌

年心不全で死亡．

手術成功，・．．．但し術．

後尿中CAは減少
せず，おそらく多
発性か．

手術成功．

手術成功，術中腫
瘍を直接圧迫して
ff1EEが低下したこ
とあり．

剖検i入院中淀¢，

手術

剖検1

術後肺水腫にて死
亡．

剖検転移なし（木
稿の内1例は
pheechremeb／la． 一

stomatosis のた
め除く。）

術前大動脈撮影後
死亡，肋骨転移あ
り．

手術 v
・・ ﾙ鵠骸．
  1して治療された．
  1

  ］

。 曹

嶺
胃

v
げ
8
9
8
E
g
団
g
E

e

今
“
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症例

ﾔ号
文献番号並びに報告者 一所  属 文       献

年令

ｫ
術前血圧
@ mmHg
i発）：発作時

血圧変動試験

55 93）福田  覚，水谷 栄乏  藤村  伸 東大分院 ．泌尿器科 褐色細胞腫の手術治験例，日日尿会誌53，776，1962≧
48，♀ regitine（＋）

ｦ冷昇圧（＋）

金子 興r

??D圭一 小西．．泰

東京共済病院

@  輿科

マッサージ（＋）chlorpro漁珈e（＋）体位変換（＋）

94＞．江島 将夫，長谷川吉康  池田    泰啓，小林太刀夫        「

東大分院醸 謬1講槻。翻，（P胃聡誌51，447，1962．：

黒川 一男，弓削 順二 泌尿器科

56 93）福田 覚，水谷  藤村  伸 栄之．東大分院

@   泌尿器科
褐色細胞腫の手術治験例，日泌
A会誌53，776，1962．

27，♂晴血圧          ．一?奄唐狽≠高奄獅?q＋）．reg三tine（．＋）

金子 興一 東京共済病院

中川 圭一，小西  泰 内科

95）中川 圭一，小西  泰 ‘内科

襲携撫諮鰹内会
1

1

金子．興一 泌尿器科 1

5！ 96）．黒田 恭一，山本  巌 金沢大
   一@           一 ． 一
ｽ発性褐色細胞腫の手術経験，

’ 一
P8，♀

『 260

津廻 竜三，中村 武夫国後 千秋．

泌尿器科 日．泌会誌53，781，1＄62．

奥田 十三，元田  窓 第二内科
1

5． 97）遠藤 要蔵，北山 一夫

@ 中村 ．豊

国立弘前病院
@  ．．内科

@  外科

33，♀ 240／170 r regitih¢（＋）

ｦ冷昇圧（＋）
ﾌ位変換（＋）

．大峯 英昭 弘前大 マッサージ（一）

大池内科

柴田  晋，柿崎 幸錐 外科．

98）遠藤 要蔵，北山 一夫 副腎褐色細胞腫治験例．
大骨 英昭，傍島 孝雄 内垂耳 12， 381－385， 1963．

中村 豊弥，幸田．正久
三上 賛麿，伊藤 とし
中村  豊，柴田  晋平山四十三

粛

 ト
5999）永井良治，仙石
   吉田  穣，鵜飼
   西  勝三，河原
   藤掛  馨，奥村
   古川昭八郎，山岡
   前田 寛之

術前尿中CA
．（mcg／日）

IepineRhrine 25

1no「e器ヨ。9、。

i epinepl｝’rine’／

1      8．6噛
I
l noreping一 ’

1 phrine 670

I
E

1
i

Iepinephrlrie

I・ ． 91 ．3

i’1〔惚濫3㎜

1 NrMA 3700C）
1

1
I

l

術前血中CA
（rncgfe）

前．投 薬一丁入剤

’leplnephrine

     1．［3F’

nerepine－
 phrine 6，98

綴鱒永外科麩響幽晦…臨調
昌騎：

 透．

・成入，

 a

i

L epinephrine

l     25，92

i離1㌦7．7・

i

699?阯｣醗蔚・永田・懲難・贈躍1細・分1・全

61

西  勝三，河原
藤掛  馨，奥村
些些昭罷沖岡

健
昌明
 透

100）伊藤秦二，和 田           ．昭
  柏．木 浩三，柴田 宣彦

1101）大方 義邦，柴田 宣彦

  寺田 敏夫

大阪府立成入
盾セと．ター

  泌尿器科．
  病  理
  内  科．

  麻．酔科
  内  科
  外  科

1 ep i・nepllrine ’

・1 17．10
1 nor，ep．ine－

i phrine 2f5．6’4

1
1

1摘彌嶽難論望P1’♂購・（発）旧識封）

                ：

Pheodlromocytoma易TMi術の
麻酔経験， 月末酒男 15， 275一一282，1

1966．

1V｝vf．PL 8500
  （非発作日）
   1－1900一

   （発作日）

前日
 d’oriden O．5g

日

rnerph｛ne 10

     mg
atrbpine O．5

     mg

thio－

pental

矧灘1蜘融蜘処・鵬囎責その他．

全身麻
酔

N：O
scc

1右腎内側［・・rep…．1手昏断

65gl
  l

  …

｛左副腎5〕9
i

左腎茎部及
び腹部大動
脈＿ヒZ8．59

と22．59

phrineL

   1

   ‘

手術成功，
paraganglioma

左副11＝”f30 9

1

導：入直

後cya・

ロむ ロ 

発生

両副II＝”f

 ／irl叡）9

 ／i（ヨ）9

左副腎
  3，5g

  

 1
norepine－
  phrine

1

乎術 手術成功．

n・repineph＝

    r三ne
dexamethaS，

    むけ 
phenylephr…・

    ne

n叱，rePLne幽
   phrine

鋼1縞課懸響右
  1策2回目の手術に
  1より尿CAが減少
  …せず．

手術

2阿
手術

．右副腎4〔）9T．nerePlne・

       phrine

P三術

丁術

手術虞功．

乎術成功，策1r［
目予術で左側を別
出，

手術成功、

手術成功．

一co
．a

7，’

譜

w
げg
tt

8．

B・

g
K8
E

e
お．

嘩．

今
」



症例

ﾔ号
文献番号並びに報告者 所．属 ．文       献 年令

ｫ
術前血圧
@ mmHg
i発）：発作時

血磁試験． P
62 102）百瀬
@ 三井

俊郎，石沢
f夫

靖之 九大泌尿器科 Pheochromocytomaの2手術
o験，皮膚．と泌尿24，183－186，

33，♂ 260～190／  130．叩110 regitine（＋）

1962．

103）宮本 成章，太田 善郎 九大第一内科 Pheochromocytoma の1例，
太田 敏郎 日内会誌5L 299，1962．

44）百瀬 俊郊，里国 公孝 泌尿講科 副野の外科福岡医誌53，509一一521，1％2．
．L

63 104）柴田

@ 石田
昭，加藤

]，和田
 守

ﾛ男
東北大鳥飼

@ 内  科

褐色細胞腫の1例，日内会誌51，635，1962，．
24，
♂1200／130

@1

，egki。，。（＋） ！マツサ」ジ（一一）

105）佐藤． 辰男，柴田 昭 鳥飼内科 持続性および発作性高血圧を示 1

石田．和田  望，山田
ﾛ男，吉永．

明之

@馨
論醜響騨、鐵he幽幽：
刻木 22， 1398．一1406， 1964． i

中沢 渉 ．福島県常磐炭
組下本病，

1

                科院内i

一県立山形繊東海林啓．＝｝こ，大友

横道 弘文

棚橋 三郎，堀米
ト

熱海． 噴

菊地 哲丸

107）堀米  哲
G

65ii
．108）村上

  積良
  fLl崎
  蓮ナ午

109）村上
  1霊棚浪

  ．山崎

雑筆1村上
 愚，奥田
．幹雄，辰ロ

克夫，元田

元〆，．村上

 愚，奥田
幹雄，元

尚 内科

哲  泌尿器科

 山形県立
  衛生研究所

 東北大
   ．山形内科

1
暎二金沢大
拾爾．村上内科
益三
 憲

暎二
沿爾
蕩蕩

66
o198駕課甫疑
 i 建井ご克夫，元田  憲

 109）．村上．元孝，村上 暎二
   積良  愚，奥田．．沿爾
   ．山野幹雄，元田  憲

金沢大
  村上内科

6711Q8）蓮田 元孝，．村上 暎二；金沢大

  二一  愚，奥田 沿爾
  山崎 幹雄，辰口 益三．
、 逼井克夫，元田  憲、
1、Q，）村上元t，．村上暎二

［驚幹描元・憲      愚，奥田 拾爾

’L

1

．腹部褐色紐胞腫（P。，。、。。g｝i・・i35，♀

ma）の1例，      日内会誌51，811
一・W12， 1gβ2、

             i

             「

             …

〔1）Congen三tal Urethral Valve：

繋鯉肇飾泌尿会誌ξ雪

褐色細胞腫の3例，田ノ桧諦』63，♀
51， 813．・．．．814， 1962．       I

             i

艶糊罐について＿3症例の1
報告とともに．．．．．・，El霊智躰21，…

106－116， ユ963．          i
              
褐色細胞腫の3例，日内会謡・副17，♀
51， 813．一．．．814， 1962，       1

村上内科

    褐色細胞腫について一3症例の
    鑑嵩、齢臨1日田辺¢1・

1艶細櫨について一一3棚の［

綿欝欝嚥休21’1

褐色細胞腫の3例，日内会誌 18，
51， 813……B14， 1962．

1

110）菅  邦彦，山田．・英夫  石原    好弘

京府立医大

@ 病  理
Phaeochro【nocyto恥aの3剖検
瘁C．GANN（第29回癌学会総
?L：事）140，L％2，

9

19， 9

高
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11且  EE regitine（・ト）
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180－」2a」），／1401regitine （’＋）
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giE
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  （mcg／日）
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ユユのロれ ヒな  へ

  phrine 4900 静脈王血 17．2

VMA  34800．

増 量

左副腎659

．手術成績その．他．

手術．手．術成功．

i

全身麻 右副腎259 n・・epi・epレ 手術 手術成功．
酔 rlne

hydrDcorti・

．sone

fpineph’rine

     5．2
norepinephi．ne
     152

c・pin’ ?垂?窒奄獅?63

noreplne－
 plirine．1500
vMA 2goeo

腹部大動圓分岐部309

@    「

手術． 手術成功；
垂≠窒≠№≠獅〟z1伽a

．左副腎，．正1

英より個

肝後方

左腎門部と
腹部大動脈、
の両方にあ

総重量
  22．4g

肝P5部
10×6×5

．手術・手術成功．，，．

   髄質は融解．

  1

試翻．試験融で確言糺

腹のみ次いでaortogra・

、手術

剖検

phy中死亡．

手術3回，そ・の後
高血圧再発para－
ganalioma

魏i放鍵回護奮
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黎文献鶴並び・vae者

69110）菅  邦彦，山田 英夫
   石原 好弘

70．・Uの菅 邦彦．山田 英夫
   石原      好弘

7坦1扇間野．清志，片岡
   小野蜜 牧，広瀬
   延藤栄男
 112）大和 人士，人見
   唐井  昭，前川
   広瀬周平，湯原
   今井正論北

72

73

和男
周．平

 泰
清玄．

淳良
昭一

n3）高井修道，．清水 光博
  島村 照吾，．佐々木恒臣

  笠原昇一

  伊藤 武時

114）笠原 昇一，伊藤 武時
  ．本谷  信

115）田中 隆夫

  1醇階美恵子

741102）百瀬 俊郎，石沢 靖

   師井庸夫

7

76

77

4の再瀬．俊郎，坂本公孝

116）椀原 正志，

  鷹橋靖灘

117）佐藤     辰男，吉永           馨
  加藤  ・守，伊藤 忠一

  和田 保男，中村 守夫
  弓弦  望

警報宮川粥

舟生 富寿，入沢 俊氏
渡辺  決

滝野 伸昭，出村  博

118）村田  博，高橋 雄児

  西郷逸郎ダ大関 嘉一
  高橋 温子，渡辺 恭行

所  属

京府立医大
   病 理

京府立医大
   病 理

岡r1」済生会総

合病院外科．

内  科

札幌医大皮膚
泌尿器科

小児科
内  科

病 ．理

二大病理

  内．． 科

文 献

Phae6chromoご￥to血aの3剖検
例，癌（第2D回癌学会総会記：事）
140， 1ee2．

Phaeochromocytomaの3剖検
例・癌（第別回癌学会総会記：’濁
1coi． 1962．

褐色細胞腫の1手術滑験例，E
臨外23，52，1962．

発作性高血圧を呈した褐色細胞
腫の一例
特に，診断的考察，綜合臨床
13， 516－523． 1964．

PheochromeCytoma．の1治験
例， 札幌医誌21，．160一一172，

1962．

年令
性

49／9

嶋♀

41， a

副腎pheochrbmocytomaの1
症例，小児科臨床15，1．164－
1168， 1962．

14，・8

九大泌尿器科

広  大．

国立呉病院

東北大 ．
  鳥飼内科

高血圧を白したパラガンダリオ
ITム（クローム親和細胞腫）の
Il剖検例，     内科10，378「380，
1962．

Pheochromocytomaの2P術
経験，皮膚と泌尿24，183．一一IS6，
1962

副腎の外科
福岡医誌53，駒9－521，1962．

褐色細胞腫の皮膚転移剖検例
皮膚と泌尿24，114，．1962，

秋田県立中央
  病院内科
  眼  科

東北大
  泌尿器科i

  病  理

福島大 眼科

副腎Pheochromσcytoma（ク
．ローム親和性細胞腫）の1治験

織、騨楓ユ62『166・．

Pheochtemocytoma症例，臨
床眼科．16，467－473，1962．

42， g

36， ？

52，含

31， a

2， e

術前血圧．．

（発）襯講

発作性融圧

150／100

  300（発）

血圧変動試験

regitine （÷）

マッサ．一ジ（土）

寒冷昇圧（蓄）・．’

術前尿中CA
（mcg／日）

i

増 量

140t－1co／
  70fvlso
240／150（発）

’lregitine （＋）’

215／130

180rv165／ ・

  130一一11
210／140 （発）

220／140

170fllO

ヒeg…t邑鵬（＋）：，

術前［血中CA．
（mcg／の

DOPA O
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orepine－
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’ phrine 46’．1
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n・repine・ 手術
  Phrine
hydrocorti－

   sone
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Kim皿elstiel－

Wilson．氏病合
併．

左大腿肉腫を併
発・

手術成功．

．手術成功．

腎炎t肺結核を疑
い入院中死亡，
pirag．a． nglioma

手術成功

左鼠践部・．

皮膚転移
死亡前肺繊細網肉
腫と診断．

手術成功，

手術成功，視力障
碍と視野欠損を術
前から伴う．眼底
に滲出性変化と混
濁，白：斑晶あり，
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れたもの．
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鱒蝋番号並び・雛者 所  属 文 献 繋鶴鞠 tiz圧変動試験
鰐前尿．中CA
（mcg／日）

78i119）上田  泰石本三見男            ：章   花岡  弘，岩沢

慈大上田内科 Pheochm盈ocytQma の1例，
坙{循環器学誌26，728，1962・

18，♀

繍逆L
、［

7120）田崎  寛，山本 泰秀

@「

慶大泌尿器科膀胱Paragangllomaの1例，
哿蜚A会誌54，騒1，1963．

・鎚1・1野8・

8σ．1121）砧初一韻桂二
@ ．飛沢  実

P22）石田 初一，古田 桂二．

@ 飛沢  実

旭川厚生病院
@．泌尿器科
@ 内  科

褐色細胞腫の1手術例；日泌尿
?盾T4．76ユ，1963、

x切患者に発生した褐色細胞腫
ﾌ1手術例，日泌尿会誌 54，
D零1，1963，．

28，♀ f40βO
P80！工20

@ （運動時）

fegitine（＋） epinepl・rine

@    lo8
獅盾窒?垂奄獅?D

@phrh≧c 562

81 123＞三宅

  菅野
  遠．藤

  大屋
  籔塚

  木村

124’）大屋

  飯塚
  中野
  江崎
  遠藤

饗灘整京大・…講難・難帯同；・・・…6襟。。1辮1黄1≦1の

治郎，新保槙一郎      1963．．

拳吾，山桝 恒久大阪北野病院．
満男，馬島 治平

塁壁誹大脳科。。細胞。。、症，，、，。艦志

満鞭舞治妻  52・ 375 376・ tg63・

 正，新保槙一郎
治郎

（i－i・E）lepinephrlne （一一．）

  pilocirpine． （7）

  繭薮溶）

epinePhrllle

     272
  じじフハれむロ

  ユ  phrhne 410
total

；metこmCPhrine
     7【）〔〕0

、rN．L、   16800

82［12ら）金子和男

v
新潟大   褐色細胞腫匁興味ある1例，
  西川内科内分泌会誌．．39，783，1963．

日54，♀190f’110

8311ee＞福井

欝i幕鎌攣・科四囲餅
  林 威三雄，中出 吉蔵

  今泉 礼治，桜井  易

1驚舞叢i奮韓霧

  泌尿器科

阪大薬理．

 勝山 哲三，佐藤 三郎
 森里．．文雄，林 威三雄

 杉山 吉蔵

28）林 威三雄，飯田 正男
          吉蔵． 奥村秀弘，杉山
 城野 逸夫t陽垣寿太
 二軸  進
 桜井  筋

王ヨf勺会誌  18， ♂184／130

艇129＞依藤  進，松浦

      真成，松本   森本
   蜜部 二二，近藤
   南  礼三

   長谷川一郎，津田

哲郎
順彦

豊彦

Pheochrornocytoma．の1症例，
日本町妹．23，1491－1凌96」955，

酔盤略論i躍尿会誌

神大友松内科褐色細胞腫の．1例，日内会誌 35，♂IBE）～220／
                        110ん140     52， S42－ee3， 1se3．

石川外科

regitinLK （十）

hlstamine （十）
regitine （一1’．）

マッサージ（一）
寒冷昇圧（一・）

体位変換（一）

epinepl．irine

     2，／6

nnrep！ne－
 plir’me S7｛；
tetal

metanephrinu
    3’，，F）O

V’ ．“，IA 11500

regltintt （÷） ’eplnephrine

    195，9
nDrepme・
 phrine． 3；． 10

V．MA 2ssoo

職鐙1前投業
      ；

購・・獅鵡後噸1灘

epinephrine
     L’．ge

noreplne－
 phrine O．9

     
；右副腎  1

  17891
    f

膀胱 2！9

1’i 一in’ ［1’T”｝21 g

lnorepme－
i 一phrine

手術

L

i
1

冶「厨J〒1｝13．♂

9，左副
腎の近くに
4．69の腫
蕩，右副腎
上部に．．5，5

9の腫瘍

副腎外傍膜
：椎部llo 9

右酉1打子379

右副腎7工9

norepine－
  phriiie

手術

手術．

．．手術．

闖p成績その他

手術後18時聞目に
死亡．

手術成功，悪性
paraganglioma，
．術前に高血圧症状
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術後10時間目死
亡．

手術成功
paragangliotna
か．

手術成功、

手術成功．L

手術成功，

．洲

符

to

げ
g

g
g
日

g
団
g
ヨ

．騨

e・．

今
b・

お

o



症例

ﾔ号
文献番号並びに報告者 所 ．属 文       ．献          「

年令．

ｫ
術前血圧
@ mmHg
i発）．：．発作時

血圧変動試験
騰酬      「

術前血中CA
imcg／の

i 前 投 ＿、
導入剤 維持．

麻酔時
√ｹ症
腫瘍の存在 易ll緬処置団 ．手術威績その他

 1
W5工30）谷本  進，藤井 正美

@II．緯曇大塚．欣二

@l131）岸野 泰雄，大塚 欣二 61邑久

徳鳥大   手術的摘出に成功した褐色細胞  第二内科腫の1例

@ 第一外科四国医誌19・497－5DO・1963・

@ 第二病理

ｿ島大   賢および副得腫瘍の乎術例，口
@ 田北外科臨外25，6α一61，1963．

ｿ島県立海部
@．中央病院

駅），♀ 216／142 reg童tine（＋）マッサージ（＋）

@      」

CA 260
uMA（＋）

全身麻 翻瓢  1工59   ．獅潤uePLne’．
@ phrine
?凾р秩E・

C cortisone
р??∞uさ伍a二●

@  son

手術 手術成功．

86            ．Q）市川 篤二，薪島 端夫東大泌尿器科
@．熊木 悦明，広瀬欽次郎
@木下 健二，岩動孝一郎
@横山 正夫

褐色細胞腫一自験例ならびに本38，
M症例を中心にした検討一ホノ
c唐ﾆ臨床 11ヨ703－717，
P963．

  ♀
ｫ中内
ﾈ症例

c

 ．P30／90
Q頃）／160（発）

regiti託（＋）・ epinephdne
@   、178．0   ，norepm←

Dphrine 1069／5

uMA  （＋）
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1左腎前内面norepエne一

u『2359
7phrine 手術睡術成功

@ 1♪a・ag・・gli…．．

@ 1

87

D． ・．「二．  ．

東大泌尿器科  ．@ ♀180～260／    燃）～140

ﾈ症例

reg三tine（＋） cpinephrine 9  9n‘，rePLne・

@phrine l2

企身麻 右副腎  54．59
呼・晦陣anglotensln． I     l

．手術成功．

88 132）都谷森茂

@ 中村 義弘，田中 隆夫

@ 羅案講重里襲落

弘大 小児科

@ 大内外科

O前市立
@ むつ病院

Pheochro皿ocytoma の1乎術
｡験例
O前医学15，861，1963，

・職蹴融噸圃・）．
@       ．1

’VMA釧・
@    l     l

左副腎199 1乎術 手術成功．

椥犠@ i
89133）瀬髄獣繊陣瞬内科醐聞謝1・の融「磁1した

褐色細胞腫の1剖検例
坙{循環器学誌27，766，1963．

21，♀1210〆152  旨

@ 1
regitine（÷） 左副腎859

90134）小野 溝矩，遠藤健七郎

@  山下  毅，土屋  孝

@  奥秋  晟

福島大．  ．ノルアドレナリン分泌を主とす
@ 遠藤外科る副腎褐色細胞腫（Pheoch「o’

|科猟潔噺湯欝齢駄1．  麻酔科

27，♀ 12D～260／  80～140

@    1

「regitine（＋）マッサージ（＋）

epinephrine
@   駅）印VMA  4000    ．    ，    ．

cortisone計142
高〟C ACTH 201ng
魔窒戟

@pentDb母rbital－
@  Ca 100mg
@atropine〔｝，4mg
垂?狽?奄р遠､h

縺A

ヒhi〔｝・

垂?獅狽

N20
?狽??窒

TG�

r副腎 

@51，19�
 ．n潤ueplne噛 
@pllrineA
bTH    「   ．p

窒?р獅奄唐閧b獅�

．瞳� 術成功．，

1i35）天方 義邦 

@ 岩坪 治男，便藤 忠雄 

P37）岩坪「治雄，伊藤’忠雄 

@          ・        ． 
P74）神前 五郎，田中健一 
@ 天方．義邦，署坪治雄 
@ 伊藤忠雄，谷ロ春生 
@ 和田． 昭�

阪府立成人一丙センター 

@麻酔科外
ﾈ，麻酔科 

酔症例lPheochromocytoma近
E麻酔医会10月例会，1964，P

??盾モ?窒盾高盾曹狽盾高?の1治験例

D，第96回近畿外科学会，エ954・持

ｱ性高耐圧を黒せる褐色細胞 
ﾌ1．．例，．成人病5，・No．4，57－66，1965．持

ｱ性高血圧を示した褐色細胞腫
ﾌ1『L‘治験例，      ．．妓

V鼠学22，印刷・11�

0，♀�70～240／  1GO～160．� egitine（・…．）� pinephrine 

@Phでine 2泓）ワd
盾垂≠高燕ｯe 112一．

狽盾狽＜戟D．metanephrine：i

@    7（レ90 
@  2980vMA 2      ・   「！

�

pinePhrine÷  ，no「epme’ 

@phrlne 103．

口 
垂?高煤Ebarbiヒa【・ 

@ Ca 1駅）mg当
u．l 

垂?狽?奄р撃獅?D 

@  100mg 
≠狽窒盾垂奄獅?n．5mg 

垂窒盾高?狽?≠嘯奄獅?

@  100m9�

hio－p

?高≠�
20「e
狽??鋳瘁

D体温

@282℃�

副腎149�o「サPme’ 
@phrine�

二術� 術成功．

92�38）高安 久雄，珂瞥 佳良「  岩動孝一郎 

@井ロ欽之丞1
R9）上旧 英雄，井上欽之丞 

@岩動孝一郎i

@    ．   1�

大泌尿器科 

纉c内不1�

色細胞腫症伊LrT泌尿会誌55，敦）2．一5（｝3，1964．ク

香[ム山繭1細瑚包1i駒の1乎詐！ご「f5「iiと

{邦にお1ナる木症の統計1白裂察
Pユ内会誌53，347，1964， 

@          ．�

㍉♂�烈〕／狸〕・2

P0μ0（発）�

istamine（＋）regitine（＋）mecholyl（一）� か・nep聾・ine 

@   257．  ・ao「ePLne’ 

垂?窒奄垂?g，4VMA  7500 

@   鱈 一  ．�

pinephriぬ。 

@  4，0． 

@．n潤uePLne¶p?窒奄獅?29．お�

 一 「 ．一 

@       『�

齎i｝． 

@2309� 術� 二照成功．
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黎鰍隅並び・報瀦 所  属

93MO）山際
   木下

義秀，西三  亨青森県立中央
嘉一        病  院
          泌尿器科

丈 献 誉鵬撫
褐色細胞腫治験例，
16， 183， 196，1．

弘前医学 20，♂

＝

94．105）佐藤

   石田
   和田

贋i蕩．柴田

 望，山田
．和男，吉永

申沢  渉

7）浦山  晃

951141）新馬日

   後藤
   堀川

一雄，加藤
義治，坂野
郁英，石崎

奥村 利昭，沖中
番場．，g，敬川，片岡

山田 瑛志

 昭東北大   1持続性および発作性高血圧を示48，♀
        した褐色細胞腫（Phe6chromo・明之  鳥飼内科
 馨      cytorna）＠各1例， 日本臨林
        22， 1398＝・1406， 10s4，

  福島県常磐炭
    砿湯本病
    院内科

    眼  科PheochromocytQmaの診断と
        眼底所見の意義，眼科4．L132・一
        139， 1962，

輝男  内
忠文

荘一釧路労災病院褐色細胞腫の1治験例，
科北海道外誌9，’97，1964．

環夫   外  科・
＝F里

18， tt．

％」42）仁平 寛巳，

   久世 益治，柏木
名和田素平山口医大    禍色細胞腫の1例

泌尿器科山口医学13，290，1964，

29， S

持続的高血圧

90一一260f

  50一一170

血圧変動試験 術前尿中CA
（mcg／日）

reg三t三ロe （十）

マッサージ（＋）
増 蟄

繍血中CA！
       前 投 薬（mcg！のi

一，

   ；
      麻酔時
導入剤維持         腫瘍の存在
      合併症

histamine （十）
マ． bサ痘ジ（＋）

    十
発作性高血圧I
      I

．』耐

epinephrine 11

     10seU，

norep工江e・    ：
  phrin． e． 7sor／・

metanephring．．II

normetaneP’ 230i／

。蓋「皇ne3踊
      l1

1

！．1・ilililvNll

F“

右冨rl，弩859

43）仁平

 久世

44）佐藤昭太郎，

 坂田安之輔

45）柳瀬

崇

皿山，名和田累平 1福色細胞腫治験例，一網尿会誌

益治，柏木  崇 ［56・237・歪965・

L
太郎，中村  章 新潟大 ’副腎手術の2経験（原発性アル

之輔 泌尿器科 ドステロン症及び褐色細胞腫），
日泌尿会誌56，．12D，1965．

功一，和田 一郎 ・・
ﾖ編諜踊躍舌禦      ；      1

三郎，高「鳩 義一東京医大 細胞腫症例，日記尿会誌

讃 泌尿器科 494－495，1965．

1180fl， 32

   L

∵撫
37， ？

180／120

増 旦

epinephrine
    28500

no「eP甲e’

部位不明
  300g

99146）鈴オ：

   り．rl端

 147）鈴木 三郎，高嶋
   佐々木 寿，園田
   松尾 治亘，藤原
   萩野 健一，杉本
   岡本ナニ郎，田林
   福武 勝博，三宅
   鈴木  昇

   大高 裕一一，岩根 久夫

  1姻
148）三宅

  熊坂

義一一泌尿器科，皮臨床探求，褐色細胞腫，日本医
節也膚科，眼科，事新報 No．215e，11－33，
毒郎産婦人科，内．1965．．
民雄科，放射線科，

幸網中央検査部，
 有麻酔科，病理

律爾

 有、鈴木  昇
 丹、盧・・一 振西

秀雄

東大吉利内科1

篠酔科 Phaeochromocytomaの臨床差
験及び麻酔対策について1Me・
dicat PostgTaf．’iiiate ！ ， 45一・L“t｝，

正田6，

27， ．？

5，0

 コ

・十
    N，・O
    ether

左副腎．
  320 g

右副腎

  9．9g

左副腎
  17．5g

前日

@secobarb玉ta1

thia・

高凾撃＝m
雛識皮平 右蚕

        100mg

俣
SCC 法30．5。C

secobarbital

150mg
pethidi皿e
70mg

atr。pine O・5mg

右蚕［」腎709

易0除後の処置

norepineph・

    ロけ 
hydrocorti’ ．

    sone
cortisone

組織
   手術成績その他
検査1

手術

n・repme一 手術
   phrine
cortisone

noreplne・
  phrine
carmgen
methoxamin

手術成功．

第1回手術は左副
腎を則除．したが腫
瘍なし．

第2回乎術の術後
4日目に死亡．

手術成功．

手術

手術

手術

二r：術成功．

翌日死亡，

手術成功，

手術成功，
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げ
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奮弩燃号並…告：坐・

100149）柿自奇

101

102

103

・le4

・105

，106

    ．勉，村田  仁

論説：．束峯礒
渡辺 節男

／tse）清野 誠嘱坂上：．泓郎

151）道野 正夫

152）後藤

  伊藤
 ．磯貝
  大谷

信州大
  泌尿器科

麻酔科

眼  科

 薫，篠田  孝岐阜大
欽二，木村泰治郎．泌尿器科
和俊，西守  哉
文茂

153）小島 峯雄，乾  成美
  大橋三与治

後藤  黛，磯貝 和俊

IM）倉田  誠中元 克己

重松  俊，大川内利彦

155）小林太刀夫，長谷川吉康
  長田．洋文，石井 宏祷

107

広瀬 ．寧

156）藤田 達士

157）吉利

  森
  中村

泌尿器科

久留米大

泌尿器科．

中野共立病院
  内  科

群馬大麻酔科

華 鞭 
158）江藤 耕作，嶺井 定一 久留米大

  泌尿器科

159）遊佐津根雄，片岡 敬文
  青漿 裕子，岩月 賢弾1

160）遊佐津根雄，片岡 敬支
“ 青葉     裕子，．渡部 美種

東北大麻酔科

文       献
年令

ｫ
術前血圧
@ 1nmHg（発）；発作時 血圧変動試験 術前尿中CA

kmcg／日）
術前lllLr†ICA

imcg／の
諭投．・・ i・天・・1

維持 麟蜘幽・脚・・】 囎

視力障害を伴なったPheochto－
高盾モ凾狽盾高?の治験例，日泌尿

22，♂
   ．一 臼 ．  一 ． 幽

P50・一200／  110～1露0       ．?モ№奄拍dne（＋）マ．ッサージ（＋） VMA （＋） 前口

@pentobarbital・

ithi。一   iN，olpentallhalo一． …左副腎4・91。。，epi・・pトI    l   rine

手術 手術成功．

会誌職639，1955，

寳t型鋼細胞腫に：対す．るフロー
Zン麻酔の経験，麻酔14，601－60毒，1％5．

   Ca I50mg2当E．71     ：

吹E1］耐…bi且：・1ヨ   Ca 1駅）m奪i       I．麟謡12麗：

…thane
hSCC

Ihydroeorti－

@   sone
c】anatoside．C

Reckhnghausen氏病を合併し 1 1
た褐色細胞腫の．1例 i
臨床眼科18，941－945，1964 1
絶細胞腫の症例，日泌尿会誌13056，908，1965．

，♀1
発作性高血圧

1記田麻酔 i

右副腎  3009 i手術 ！手繊功。

E

副腎性褐色細胞腫の1．治験例， 63，♀ 13G～230／ histamine（＋） epi“ephrine 右副腎．
Tl手術        ．r
闖p成功．

日内分泌会誌41，269，玲65． 65～140 regitine（＋） 210 1009
マッサージ（一） norePlne一

phrine． Q67
1

metanephrine
「 1

4080 1
1

i
褐色細胞腫の1症例，日．内分泌会誌．．41．1339－1340，1965，

31，♀
reg互tine（＋）マッサージ（＋） epine幽ine謁IloreP1．ne’

1左副腎 ．．1σ，591    T 一 一 一 － ｝  一 7

闖p成功．

phrine 1 i
1

カテコールアミン代謝を検討し
ｽ褐色細胞腫の1例，日内会誌
T4，677，1965．

184／130
．∫egitine（＋）マッサージ（一）epinephri罵（一）

epinephriロe、
@    124
獅盾窒?垂撃獅?f

@Phrine 1046

術前3．口間indera1δOmg／日

俣冝
@pent・barb董t準1一．

thio－

垂?獅狽≠

！N20軸lo－thaneSCC

  一�i脈
     1
E副腎439！阻Qrepine－
@    1雌     i

1手術．        ’ 一 －闖p成功，二二段脈に対してreg至tine

ｳ効，ノ．indera！が
C：1糾し

Ca 10G血9 1

iロdera［ 20mg 1

Phaeochromocytomaに対する pethid玉ne 1

Fluothane麻酔一β一re己eptor・ 70mg 1

bbckade“lnderar’の報告一， atropine O．4mg
麻酔 14， 594－600， 1965． regitine  2mg 1

一
i

臨床症状に乏しく一見本態性高
決ｳ症を思わせた褐色細胞腫の

38，
♀1186／12D 2feg虻i㏄（＋）マッサージ（一）． epinephrine

@    4，6

レ己副腎

P 12・59｛

画   …        ． ． ． ． 一

闖p成功．

1例，日内会誌．54，692－693， no「epme’ 4 r i

1965．． phτ三ne 48．5
β h

褐色細胞腫の1例とその統計的
ﾏ察，泌尿紀要11，1133一一．且54

67，♂ 118～130／   72～80
τegitine（＋＞hista凪ine（＋） epineph士ine

@   ．82，5
pethid孟ne
≠狽窒盾垂奄獅?D

thia－

高凾撃≠P

N20
?狽??

左副腎、
@ o烈〕9

．phenyle－

@  phrlne…
1碕 「．手国劇・

1965． 1＆）～％0／ マッサージ（一） norepme’ SCC halo・ E

100～15D（発） 寒冷昇圧（＋） phrine 150 thane 1
i

chl・・pf。maz重ne‘（一 1     ［ 1
epinephrine（一．） 1   1

，           I
@     Ipi星・carpine（一）

ﾌ位変換（＋） 、＿」 1 1

Pheochromocytoma のフロー
Zン麻酔と Indera玉投与の意
`，麻酔14，712，1965．

2啄）～100／  140～70
fegitine（＋）h藍stam三琿．（＋）マッサージ（＋り ep重nep正・hi血e

@    525  ．    ．norePLne’

pethi晦e 50血9scopolamine

@   ．0βmg

thfφ・

Dpental

rCC．

N20
?≠撃潤E

狽?≠獅
9

左岳1將

   n ｝ ．．． 一 ． ．

Ino「epme’

?凾р窒盾モ盾秩E

副鯛      …用．

瀦鵯撫、使

phr量ne 1310 当日 F tisone 1

褐色細胞腫の麻酔管理一Inde・ VMA   146 inderal 20mg
．1

ra1併用フローセン麻酔の経験 1 1
一麻酔 15， 188」193， 1966．
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症例
番．号

1081

1e9

110

111

112

113

文献番号並びに報告者

16D吉武 潤一

162）ft崎．忠国

163）小笠原 実，朝滑 貫之
  土屋定 敏，弘中 哲也
  石田  定，東  龍雄
  建石龍平，佐々木正博

164）畑中    栄一，河村栄二
  岸永          輝久     ．謙，黒河

165）鈴木．太郎，今給黎和典
 ．宮島 哲也，菅原  宏

166）関  勝忠，．大村 一郎

  細野  崇，桐本 孝次

所  属 文． ・歴 一

114

九大贈科厩・・h燃鱒m・患都晦，

九大山岡内科

日赤広島

北里研究所附

  属病院
  外  科

清水厚生病院

国立呉病院

酔實理卜 麻酔 14、．712， 1％・E，．

1

クローム親和細胞腫の1手術
例，日内会誌54，270，1％5．、

術前．llll肥

  ．m印琢：L．

（発）；発作時
血JZ変動試験

     

37，♂250／110（発）mech・lyl（＋）
        ．マッサージ（十）

福色細胞腫の1例，
広島医学：18，．469，1965，

小児における褐色細胞腫の1治
験例，

一二外 26， 476一一477， 1965． ．

167）三原 良文 鹿児島大
  佐藤内科

褐色細胞腫の1．手術例，防潮
外26t 322－323，1965．

末期にホルモン活性を示したパ
ラガングリオーマの1剖検例，
広島医学18，337，1965．

福色細胞腫の1例，
日内会誌54，176－177，1965．
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あるという．上空および下空大静脈カテーテ1レ法によ

って採血して，部位別catecholamine濃度を測定す

る方法も提唱されているが169）この方法では発作型の

間歓期には役立たないと思われる．大動脈造影による

部位診断も行なわれ，ことに副腎外腫瘍の発見に役立

っているが，操作中しばしぼ高血圧crisisをおこす

ので降圧剤regi亡ineの準備が必要とされている170・171♪．

著者らの集めた症例の中にも動脈造影中に死亡した1

例が含まれている89）．

IH 尿中norepinephrine／epinephrine

 比について

 表1に掲げた症例の多くは尿中または血中cate－

cholarnineの増量をもって術前診断のぎめてとされて

いる．catecholamineのうちnorepinephrineは昇

圧作用が主で心に対する作用（脈搏数，心搏出量増加

等）は少なく，epinephrineは昇圧作用に加えて代

謝充進作用と心に対する作用が著しいのが特徴であ

る175）．表1の症例を通覧し，尿中のnorepinephrine

およびepinephrineの1日の排泄量が測定されてい

る43例についてのべると，norepinephrine：量〉

epinephrine量を示す症例は34例で断然多い．従って

本邦pheochromocytoma症例は循環器系の障害が高

度でなく，また消耗性代謝充進状態を来していない例

が多いものと推定されるが，本邦例においては手術成

功率の高い事実と符合するものであろうか．

 術前に測定されたこの尿中catecholamineが手術

の危険性とどのような関連があるかについて検討を加

えてみると，表2のごとく術前の尿中catecholamine

がePinephrine＞norepinephrineの症例の方が手術

死亡率が著しく高いことがわかる．もっともepine－

phrine産生性腫瘍の症例数が少ないので，両者を単に

数字の上だけで比較するのは必ずしも妥当であるとは

言い難いが，epinephrine産生性腫瘍が手術に対して

著しく不利であることは否めない事実であろう．なお

図1のように尿中norepinephrine／epinephrine比が

1のものを原点にとり，これより右へnQrepineph－

rine／epinephrine比を20きざみの階級に分けて，幽門

を縦軸にとったヒストグラムで表わし，さらに原点よ

り左へは逆にepinephrine／norepinephrine比を20きざ

みの階級に分けて例数のヒストグラムを作ってみた．

norepinephnne／epinephrine比が1以上20未満の症

例が最も多く，それよりも右または左へ向って症例数

表2 尿中Catecholamineの質的特徴と死亡率との関係

Epinephrine＞lsLTorepinephrine Norepinephrine＞Epinephrine

症  例  数
（）は術後死亡

8 （2） 34 （4＊）

＊aortographyの術中に死亡した1例（症例66）Io8・1。9）を含む．

ハ

［＝コ・生存症徽
20

症
■■・死亡症融

例
数

〃

8

〃σ

鰯

匹
ノ00    80    60    40    20  ． σ 20 ‘ 40   60   80  ◎G
epinephtine／nerepinephrine 一 ’一一 norepine）［thrine／t）oihephrine

   図1 尿中Epinephrine・Norepinephrine比と死亡率



天方他：本邦におけるPheochromocytomaの総症例をめぐって 145

は漸次減少する．さらに興味深いことは手術死亡
（aortography中に死亡した症例lo8・lo9）をも含む）症

例のすべてがnorepinephrine／epinephrine比が1～

20の範囲を含めてそれより左方に位置することが明ら

かとなった．その死亡率は川中Aにおいて24例中4例

（17％），Bは8例中2例（25％）の死亡をみている．従

ってAを含めてそれより左方は危険帯で，Aをこえて

右方は安全帯であるといえよう．勿論尿中epinephrine

排泄量そのものも重要な意味があって，1000mcg／日

を越える値を示した4例のうち手術に成功したのは1

例で2例は手術死，1例は術後死亡に終っている．尿

中epinephrine＞norepinephrineの症例で手術に成

功している症例6例中5例は尿中epinephrineが
1000rncg／日以下であった．すなわち調べ得た症例に

ついての検討より言えば尿中epinephrine＞norepine－

phrineで，しかもepineph血e 1000mcgノ〆日以上の症

例は手術の危険度が非常に大きいものと考えられる．

IV Pheochromocytomaの手術について

 1および皿に述べた統計的の事実からまず考えられ

ることは1）epinephrine産生性である症例には特に

術後管理を充分注意して行なうこと，2）血中cate－

cholamine増量が長期間つづけばそれによる二次的変

化によって予後は著しく悪くなるため，可及的早期に

的確な診断を下して手術を行なうこと，3）手術失敗

例は腫瘍の位置を誤認した場合に多いことから，腫瘍

の部位を術前に誤りなく診断するように努力するこ

と，4）多発腫瘍を取り残した場合に死亡例が多いの

で，術中に一応多発性腫瘍を考えて両側副腎について

腫瘍の有無をしらべる以外に，大動脈周辺，腎動静脈

周辺など，副腎外腫瘍（paraganglioma）の好発部位

をしらべること，5）摘除が完了したと考えられると

きにはヒスタミン投与による血圧の上昇の起らないこ

とを確かめた上で手術を終ることなどが最も望まし

い．このように広範囲にわたって腫瘍の有無をしらべ

る目的には正中切開または横切開で開腹し，副腎に到

達するのがもっともよいと考えている．なお参考のた

め本邦症例における副腎外腫瘍の局在部位を記すと，

肝後方，肝門部から副腎，腎周辺，大動脈，腰椎傍より下

うて腹部大動脈分岐部に至る間，また膀胱（2例）があ

げられている．特に大動脈，腎周辺に多いようである．

V 結 語

 1965年までの本邦のpheochromocytoma総

症例を手術および剖検によって確認され．たもの

に限って集計し114例を得た．1960年を期とし

て急激に症例数が増加しているのはcatechola－

mine代謝に関する研究が進み術前診断が確実

になったことと麻酔管理法の進歩に負うもので

あろう．症例の性格上，同一の症例が2つ以上

の文献に記載されていることが多く，各症例ご

との関連文献をも表示した．なお集め得た114

症例について統計的観察を行ない，特に手術死

亡の問題と関連して尿中epinephrine排泄量，

尿中norepinephrine／epinephrine比に言及し，

また本症の診断，手術についてものべた．
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